
様式１（小・中）

令和４年度学校評価 結果

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標

（数値目標）
進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●全職員による共通理解と共通実践 ●学力向上対策シートに示したマイプラ
ンの成果指標を達成した教員７５％以
上

・教職員間でマイプランを共有するとともに，
校内研修等により取組の促進を図る。

B

・教職員間で共有するために，マイプランの取
組を一覧表にまとめ掲示した。NRTの分析を
もとに各学年の手立てを話し合った。
・教室環境や授業に関する教職員のセルフ
チェックを行い，意識の向上を図った。

B

・教職員の意識調査で，マイプランの成果指標を達成したと答えた教員は92.6％
で，昨年より6.9％向上した。「時間を守ってチャイムで立腰した」と答えた児童は
92.6％で，「かつお」を意識して「チャイム席が守れている」と答えた児童が増えて
きている。
・「全員が授業に参加できる導入の工夫」や「自他の考えを共有し，解決する場
の工夫」を意識した授業実践を全職員行い，成果と課題について整理し，情報交
換を行った。導入での「効果的な手立て」等が共有できた。

A

・教職員間でマイプランを共有するために，掲示されたことに前向き
な姿勢を感じ，評価大とみる。
・マイプランの成果指標を達成したと答えた教員が増加したことは，
先生方の努力により向上した結果だと思う。
・マイプランの成果指標も向上し，情報交換も行われていて，児童の
アンケートでも１日１回発言している児童が増えていてすばらしい。

・学力向上対策コーディネーター
・研究主任
・反射炉部

○学習内容の定着に向けた分かりやす
い授業の実践

○「算数アンケート」で，「算数の学習が
よくわかる」「算数の学習が楽しい」と答
える児童が７５％以上

・めざす児童の姿を共通理解し，それを意識
した授業を行っているか教職員間で授業を
見合う。また，有効な手立てを整理し共有す
ることで，授業改善を行う。 B

・言語活動を取り入れた授業実践を全職員が
行い，授業研究会の中で全員参加の視点で
意見交流をし，授業検証を進めている。
・算数アンケート(6月・12月実施)を比較分析
し，教育効果を見る。

B

・全員参加の視点で授業検証を進め，意見交流を行ったことは職員
の意識の向上につながった。教職員の意識調査では「学力をつける
ため，よく分かる授業の工夫をしている」と答えた職員は100％であっ
た。
・児童の意識調査では「算数がよく分かる」と答えた児童は81.7％(6
月)から83.6％(12月)に上昇したが，「算数が楽しい」と答えた児童は
80.3％(6月)から70.4％(12月)へと下降傾向だった。

B

・「算数がよく分かる」と答えた児童が上昇したが，大切な「楽しさ」が下降したころが
残念だ。
・分かりやすい授業の実践については，教員の意見交流，情報共有をしたことが，児
童に非常によい影響があったと思う。よく分かってきたので，今後は楽しくなったとい
う傾向が上昇することを期待している。
・５年生でタブレットで調べたことをパワーポイントのソフトを使って，発表する授業を
参観し，レベルの高さに驚いた。学習内容も年々難しくなっていて，先生方も勉強し
たり，事前に準備したりして努力されていると思った。

・学力向上対策コーディネーター
・研究主任
・反射炉部

●児童生徒が、自他の生命を尊重する
心、他者への思いやりや社会性、倫理
観や正義感、感動する心など、豊かな
心を身に付ける教育活動

○「優しい気持ちで友達に接した」と答えた
児童８０％以上

・児童の実態に合わせて学年，全校さわや
かタイムを計画・実施する。

A
・さわやかタイムでは，５月は人権について，６・７月は
平和学習を，９月は友達について学習した。
・児童の事態に応じて，児童自身が作成した動画を視
聴させたり，ゲームを取り入れたり工夫した。

A
・全校、学年さわやかタイムでは、人権・同和
教育の視点に沿って児童もしっかりと考え、
行動に移そうと努力する姿が多くみられた。 A

・特に，「人権・同和教育」に関しては，正しく導くことを願っている。
・人権・同和教育について，動画の視聴やゲームでの導入で，児童自ら考え行動できたこと
は，時代に合わせたすばらしい工夫だと思う。
・心を耕す時間，さわやかタイムの成果もあり，教育目標である優しい心が育まれたのだと思
う。
・3年生は，福祉についても学び，手話を覚えることにより，障害のある方への理解も深めら
れると思った。

・道徳教育推進教師
・人権・同和教育担当者
・藤の花部

●いじめの早期発見、早期対応体制の
充実

○いじめ防止等（いじめの定義，いじめの防
止等のための取組，事案対処等）について
組織的対応ができていると回答した教員８
０％以上

・いじめの認知・覚知に対する対応マニュア
ルを作成・見直しを行う。
・いじめの対応についての研修・会議を年間
に２回以上行う。

B
・いじめの捉え方，早期発見の大切さや対応
の仕方について研修を行った。
・担当学年以外の職員とも連携できるように，
話し合いができる時間を設定したい。

B
・いじめ事案発生時，校内いじめ対策委員会
を開き，ＳＣも交えて対応を検討した。
・情報会等で情報共有を行い，組織的に対応
できるように努めた。

B

・早めの対応等努力していると思う。
・対応は，早期発見に尽きる。教員の高度なセンサーの育成を願う。
・いじめについては，小さなことでも，早期対応と情報共有が重要だと思うので，今後も指導
をお願いしたい。
・いじめを０にすることは，難しいと思うが，担任以外も常にアンテナを高くもって，すべての児
童が友達と楽しく過ごせるように気をつけてほしい。

・生徒指導主任
・教育相談主任
・藤の花部

◎児童が夢や目標を持ち、その実現に
向けて意欲的に取り組もうとするための
教育活動

◎「キャリアパスポート」を活用しながら，目標に
向かって頑張ったと回答した児童８０％以上
◎ふるさと「日新」に愛着をもち，大切にしたいと
肯定的な回答をした児童８０％以上

・社会科，生活科，総合的な学習の時間等の時
間に体験的授業を取り入れる。
・児童に「日新相撲を学ぶ会」等，日新の町に関
わる機会を作る。

A
・「日新相撲を学ぶ会」を実施し，伝統を受け
継ぐことの大切さを学んだ。
・「キャリアパスポート」を活用しながら目標に
向かって頑張った児童の割合は82％だった。

A
・ 生活科で町探検に出かけ，日新校区につ
いて興味を持ったことについて地域の方々に
インタビュー活動を行うなど，それぞれの学年
で体験活動を実施することができた。

A

・ふるさとを知ることは，大切な事だ。ぜひ，体験活動の充実を願う。
・いろいろなことや考えに出会う体験活動を続けてほしい。
・キャリアパスポートを活用しながら頑張った児童が，９割以上いて，すばらしい。
これからも，先生方は一番の助言・理解者であってほしい。
・コロナ禍で体験活動は大変だったと思うが，地域への愛着は心の教育には欠
かせないものと考え，今後は学校と地域で子どもを育てていくことを工夫したい。

・教務主任
・各教科主任
・藤の花部

●運動習慣の改善や定着化 ●授業以外で運動やスポーツを行う時
間が１週間で４２０分以上の児童生徒７
０％以上

・大縄大会などのスポーツイベントを実施す
る。
・昼休みの外遊びを推奨する。

B

・毎日の給食時の放送で昼休みの外遊びを
推奨した。気温が上昇した梅雨明けから７月
にかけては、熱中症対策として暑さ指数
（WBGT）を校内に掲示し、外遊びができる時
間を設定した。

B

・児童を対象としたアンケート調査により,１週間で420
分以上運動した児童が80.2％で,成果指標を達成する
ことができた。
・ほとんど達成できていないに回答した児童が,8.2%い
たため,運動習慣の改善まではいかなかった。
・大縄大会のスポーツイベントの実施や,昼休みには異
学年での遊びも盛んに見られ,運動習慣の定着化につ
ながった。

B

・児童の特徴を考え個々を尊重すると，すばらしい成果ではな
いかと思う。
・運動習慣の定着につながればよいと思う。
・コロナ禍で，大人も子どももじっとしている時間が多かったよ
うに思う。児童の外遊びは，心身ともに必要だと思うので，今
後は積極的に指導してほしい。
・今年度も，まだコロナ禍で，いろいろな行事の実施も難しく，
大変だったと思う。来年度は，コロナ前のように思いっきり体を
動かせる日常が戻ればと思う。

・体育主任(保健主事）
・栄養教諭
・食育推進担当者
・少年の像部

○望ましい食習慣と食の自己管理能力
の育成

●「健康に食事は大切である」と考える
児童９５％以上
○朝食をとって登校する児童が90％以
上

・「早寝・早起き・朝ごはん」を推奨する。年間５
回程度，チェック習慣を設け，日々の生活習慣
の振り返りをする。
・毎月食育タイムの時間の中で，望ましい食習
慣やマナーについて確認する。

B
２年生と４年生でバランスよく食べることの大
切さ・野菜の栄養について授業を行った。「早
寝・早起き・朝ごはん」のチェック習慣を設け、
取り組みたい。食育タイムも取り組みたい。

A
・給食時間の学級訪問や食育タイムにて、望
ましい食習慣やマナーについて学んだ。・食
育授業を行い、食に興味関心をもち「早寝早
起き朝ごはん」「何でも食べる」意識が高まっ
た。

A

・食の大切さ，そして，おいしく笑顔で食べることはすばらしい。
・食育について興味をもってもらい，食の大切さを考えながら食してほ
しい。
・学校での指導もあり，食に関する児童の意識は高くなってるが，保
護者の意識の向上が必要だと思う。

・体育主任(保健主事）
・栄養教諭
・食育推進担当者
・少年の像部

●業務効率化の推進と時間外勤務時間
の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在
校等時間の上限を遵守する。

・毎日業務記録票に記入し、自分の時
間外勤務時間を把握する。

C

・毎日業務記録票へ記入する職員は8割以上おり、時間外勤務を把握している。
・6月が授業研究や相撲大会、プール開き等の行事が多くあり、時間外勤務時数
が増えてしまった。
・学年主任等に授業の準備を一緒にしたり、帰る時に声を掛けたりするように協
力を願いみんなで早く帰るような雰囲気作りを行った。 B

・ほとんどの職員が，毎日業務記録表に記入をし，自分の時間外勤
務時間を把握している。行事等を踏まえて，自分のすべき業務を表
出して計画的に仕事に臨む職員が増えた。
・学年等で業務を分担して，業務改善を行った。また，声を掛け合っ
て早く帰る姿が見られた。

B

・職員の意識向上がみられる。個々がしっかり教育委員会規則を理解しているよ
うだ。
・学年間で連携して業務を行う等，大変努力している。
・先生方も，学校では，生き生きと児童に接してほしいので，プライベートの時間
を充実してほしい。
・先生方の業務多忙によりなかなか進まないことだが，体のこと，家庭のこどなど
も考えて，削減してほしい。

・教頭

○（学校独自重点取組・任意） ○時間外勤務時間を意識して，早く帰
宅するようになったと答える職員が８
０％以上。

・定時退勤日の設定

C

・定時退勤日の設定や毎週帰る時間を予告するボードを作成したりし
て、計画的に仕事を行うようにした。しかし、児童対応や行事等の準
備で時間外勤務時数が減らなかった。
・10月に早く帰ろうキャンペーンを行ったことにより、早く仕事を終わら
せることを意識する職員が増えた。

B

・定時退勤日の設定や毎週帰る時間を予告するボードを作成したこ
とで職員の意識改革がなされ，昨年度の１０月から１月までと比較し
て，どの月も時間外勤務時間が短くなっている（平均８．６時間短
縮）。しかし，意識が足りなかったと答える職員が２５％いるため，もう
少し意識改革をすることで改善が見られるはずである。

B

・仕事とプライベート等，メリハリのある職場が望ましい。
・職員の意識改革がなされ，時間外勤務時間が短くなっている等努力している。
・早く帰れる日は，先生方で一致団結して早く帰ってほしい。先生方が元気でい
てこそ，児童は元気になれると思うので，子どもたちのためにも早く帰って休んで
ほしい。
・行事が多い時期は，時間外勤務が増えると思うので，事前に準備できるところ
は計画を立てて，他の先生にも依頼しやすい環境づくりを行ってほしい。

・教頭

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目 ・学校閉庁日の設定

評価項目 重点取組内容
成果指標

（数値目標）
進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○特別支援教育の充実

○一人一人の児童を大切にする指導･
支援の充実

○学級の実態に応じて、意識した授業や教室環
境のUD化に努めたと解答する教員が90％以上
○支援を必要とする児童に具体的な支援を行っ
たと回答する教員が90％以上

・特別支援に関する研修会の実施
・全職員での情報共有 B

・夏休みに事例研として、配慮を要する児童への支援
方法を話し合い、２学期の指導につなげた。
・巡回相談での指導内容を共有したり、連絡会や子ど
も情報会で児童への関わり方について話し合ったりし
ている。

B
・夏休みの事例研では，児童の支援について深く話し合うこと
ができ，後期からの児童との関わりにつなげることができた。
・巡回相談やスクールカウンセラー，スクールソーシャルワー
カーなど必要なところと連携して，児童への指導内容を共有し
指導に当たった。

B

・児童の支援について，深く話し合うことができたことは，評価大である。
・学校だけでなく，いろいろな機関と連携して，児童のよりよい指導を目指している等評価で
きる。
・特別支援学級が他校に比べて多いとのことだが，それだけ，一人一人の児童へ手厚く指導
がなされていると思う。
・先生方は，情報や指導内容を共有されているが，休み時間もないかと思う。地域や専門職
の応援を検討してみてはどうかと思う。

・藤の花
・特別支援Co

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

５　総合評価・

　　次年度への展望

・今年度は，保護者と職員のアンケートを２回行い，年度の途中でも取組の見直し・修正ができるようにした。結果においては，「開かれた学校」や「健康・体つくり」の項目において，１回目より高い結果を得た。しかし，達成度が８０％満たない項目がまだあるので，これまで同様，学校の取組を発信していき，保護者・地域に理解してもらい，保護者・地域・学校
が連携し，児童の成長に向けたよりよい関わりを行っていく。
・Aに達成しなかった項目については，その項目と具体的な改善策を明確にし，全職員で共通理解を図り，早急に実践していく。
・３部会（反射炉部、藤の花部、少年の像部）で，それぞれの達成行動目標を定め、三部長会等で進捗状況等を随時確認し，学校目標の達成に向けて取り組むことができた。次年度も三部長会や学年主任等会が連動し、学年・学級間で取り組みの足並みをそろえ、より組織的に統一された３部会を推進していく。
・教職員の資質向上においては、「わかる喜び　できる楽しさを味わい，学びに向かおうとする児童の育成」を目指し校内研究の全体授業研究会及び公開授業を行い、外部講師を招聘して資質の向上を図った。次年度は、さらに、「主体的・対話的で深い学び」向かう児童の育成を目指して研究を推進し、教師力の向上を図っていく。

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

主な担当者重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

１　前年度

　　評価結果の概要

・保護者アンケートの結果は，昨年度に比べ，多くの項目で高い評価を受けることができた。学校の取組を発信していくことで，保護者・地域に理解してもらことができ，保護者・地域・学校が連携し，児童の成長に向けたよりよい関わりができるようになった。

・Aに達成しなかった項目については、その項目と具体的な改善策を明確にし、全職員で共通理解を図り、早急に実践していく。

・今年度行った３部会での取組については、反省を生かし一つ一つの取組に対し全職員で共有し、全職員が妥協せずに取り組むことのできる日新小を目指す。

・働き方改革については、限られた時間しかないことをや質の高い仕事をすることを意識しながら、全職員が仲間と関わり合い、互いに言葉掛けをしていく。時間外勤務時間が４５時間を超過している職員は、「意識して１日３０分早く帰る」ことを目標に、時間外勤務時間削減を目指す。（１ヶ月１０時間の削減）

２　学校教育目標
ふるさとを愛し、心まことに行動する日新の子の育成　～「あ・そ・べ・や」でみんな輝く　日新の子～

　あ･･･あいさつ　そ･･･そうじ　べ･･･べんきょう　や･･･やさしい心　みんな輝く･･･一人一人のよさが輝く

３　本年度の重点目標

①　基礎学力の充実

②　好ましい仲間づくりの促進

③　心身の「体力」向上

学校名 佐賀市立日新小学校

４　重点取組内容・成果指標

●学力の向上

重点取組
具体的取組

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

●心の教育

●健康・体つくり

主な担当者
中間評価 最終評価 学校関係者評価


